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3丁目地区 特区制度を活用へ！

公明市議会ニュース公明市議会ニュース
いちばん近くで、動く、働く、いちばん近くで、動く、働く、川崎市議団
多様な就労変化に対応せよ！！

南武線立体交差化へ一歩前進！！

認可外保育園への助成拡大を！！

第三回定例会
代表質問

第三回定例会
代表質問

「川崎スタンダード体制」
がスタート！！

平和市長会議に加盟！平和市長会議に加盟！
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b出資法人の改革をチェック！！

沼沢議員は公明党を代表して6月21日に質問に立ち、議案および市政一般
35項目について質問しました。特に防災・震災対策や放射能汚染など、市民
の皆様の安全・安心を守るために、当局の積極的な取り組みなどを求めました。
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住民の立場で議会改革を提言！

予防ワクチン接種の公費助成が実現！！
子宮頸がんなど

子宮頸がんなど

中小企業支援・雇用対策を推進

市民に
 開かれた議会へ

庁舎内すべてLED化へ 救急車現場待機時間改善へ！！ エリアメール運用開始エリアメール運用開始

地デジ化をスムーズに、区役所に臨時相談窓口開設！
非課税世帯へもチューナー支援決定

　市内学校の校庭や幼稚園・保育所の園庭などの放射線測定が6月実
施され、どの地点でも基準値を下回り、自然界の通常レベルであるこ
とが確認されました。プールの水や各区5か所の公園についても検査
を実施、すべての箇所で基準値以下であることも判明しました。
　さらに7月からは給食食材等の検査も実施されることになり市のホ
ームページなどで公表しています。
　比較的高い濃度が検出されている下水汚泥焼却灰については、よう
やく国基準が示されたた
め仮置き・埋め立て処理
が行われる予定です。

　このたびの震災で、ミューザ川崎シンフォニ
ーホールの吊り天井が崩落しました。これまで
の建築基準法外の扱いで、2001年国から技術
的助言が通知されており、2005年の宮城県沖
地震を受けて、市は設計者・施工者に確認、耐
震性に問題がないとの報告がありました。
　しかし竣工後7年しか経っておらず、設計責任・
施工責任を明確にするよう求めました。
　修復には約2年の歳月がかかると見込まれて
おり、“音楽のまち・かわさき”を標榜してきた
本市にとってはホームグランドを失って大きな
痛手です。少しでも早い復旧と、二度とこのよ
うな事故が起こらないよう万全の対策を求めま
した。

質問に立つ沼沢議員

天井が崩落したホール 6月22日付〈東京新聞〉

放射線測定を視察する公明党議員団

　東日本大震災の復興支援策として「ボランティアへの支援」を提
案、市長を本部長とした「東日本災害対策本部」で検討するとの答
弁を引き出しました。
　現地では瓦礫の撤去や汚泥除去に対する深刻な人手不足状態で
あることから、長期的・継続的支援が必要です。
　「かながわボランティアネットワーク」では、社会福祉協議会と
バス会社が連携して宮城県に15本、岩手県に5本が運行済または
計画中であり、遠野市には無料の宿泊施設も整備されました。横浜
市でも4便が企画されています。
　川崎市でも社会福祉協議会、市民活動センターや防災ボランテ

ィアネットワークが活動中で、復興支援
に対する機運も高まっていることから、
早急にボランティア支援などのコーデ
ィネイトを図るよう求めました。


